
土木積算システムにおける 

横浜市週休２日制確保モデル工事の 

補正計算について（その２） 
 

令和２年４月１日以降に着手する横浜市週休２日制確保モデル工事における労務費、機

械賃料、間接工事費（共通仮設費率及び現場管理費率）は、土木積算システムでは、以下

のとおりに積算されています。 

 

１．労務費 

週休２日の補正を行う場合、労務単価について週休２日の補正係数を乗じた補正済み単

価を算出しています。 

𝑇ᇱ ൌ 𝑅 ∙ 𝑠 

𝑇ᇱ：週休２日の補正済み労務単価（８時間当りの単価） 

𝑅：労務単価（所定労働時間８時間当りの単価） 

s：週休２日の補正係数 

労務費には「夜間工事による労務単価の割増」による単価の補正があります。今回の週

休２日の補正と「夜間工事による労務単価の割増」を同時に適用する場合、補正単価は以

下の式により算出しています。 

① 「夜間工事による労務単価の割増」が一括割増の場合 

𝑇′ ൌ 𝑇 ∙ 𝑠 ൌ 𝑅 ∙ 𝑘 ∙ 𝑠 

𝑇ᇱ：週休２日の補正済み労務単価（８時間当りの単価） 

𝑇：労務割増の補正済み労務単価（８時間当りの単価） 

𝑅：労務単価（所定労働時間８時間当りの単価） 

𝑘：労務割増（１時間当たりの割増率） 

𝑠：週休２日の補正係数 

② 「夜間工事による労務単価の割増」の場合 

𝑇 ൌ 𝑅 ∙ 𝛼 ∙ 𝐾 ൅
ሺ𝑅 െ 𝑅 ∙ 𝛼ሻ ൈ ሺ1 ൅ 0.0625ℎ2ሻ ൈ 8

8 ൅ ℎ1
 より 

𝑇ᇱ ൌ 𝑇 ∙ 𝑠 ൌ ቊ𝑅 ∙ 𝛼 ∙ 𝐾 ൅
ሺ𝑅 െ 𝑅 ∙ 𝛼ሻ ൈ ሺ1 ൅ 0.0625ℎ2ሻ ൈ 8

8 ൅ ℎ1
ቋ ൈ 𝑠 

𝑇ᇱ：週休２日の補正済み労務単価（８時間当りの単価） 

𝑇：労務割増の補正済み労務単価（８時間当りの単価） 

𝑅：労務単価（所定労働時間８時間当りの単価） 

𝛼：割増対象賃金比（構成比） 

𝐾：労務調整係数 

ℎ1：所定労働時間外の超過時間（時間外） 

ℎ2：所定労働時間内の２０時～６時にかかる時間 

𝑠：週休２日の補正係数 
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週休２日の補正無し※現状の端数処理 週休２日の補正あり 

補正式で計算した値に対し、円未満切

捨ての端数処理を行う。 

補正式で計算した値に対し週休２日の

補正係数を適用したあと、円未満切捨

ての端数処理を行う。 

労務費に乗じる週休２日の補正係数 

適用積算基準 

週休２日達成率 

土木工事標準積算基準書 

下水道用設計標準歩掛表 

水道事業実務必携 

港湾土木請負工事積算基準 

100％(※1) 1.05 1.05(※2)

75％以上 1.03 －(補正なし) 

50％以上 1.01 －(補正なし) 

※1 適用工種が港湾工事の場合は、「４週８休以上」

※2 港湾土木請負工事積算基準で適用した補正対象外職種：高級船員、普通船員、潜水士、潜水送気員、

潜水連絡員 

【補足説明：「労務調整係数を用いた割増」について】 

例：夜間工事で 18～8 時の場合 

説明１．超過時間 

ℎ1及びℎ2はそれぞれ以下の内容を示す。

ℎ1：所定労働時間外の超過時間（時間外）

ℎ2：所定労働時間内の２０時～６時にかかる時間

実労働時間が上の例の場合、ℎ1は 4.5 時間、ℎ2は 6 時間となる。 

単価表

1.25

構成比α

割増値

8-Ｂ

1.0

1.0

1.0

1.5

単価表

1.5

Ａ＋Ｂ：8時間(所定労働時間)

8－Ａ：h2時間(深夜割増)
Ｃ＋Ｄ：h1時間

(時間外＋深夜割増、時間外)

Ａ時間 Ｂ時間 Ｃ時間 Ｄ時間

1.5 1.5 1.5α 1.25α 1.25α

8

所定労働
時間(２)

所定労働時間(６)＋休憩(１)
深夜割増

時間外(２)
深夜割増

時間外(２.５)
＋休憩(０.５)

18 20 22 24 2 4 6

1.0
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説明２．労務調整係数 

積算上での労務単価は人日（８ｈ）として計上している。その為、割り増し（残

業）分を含めた実労働時間が労務単価（所定労働時間）の時間にて何時間になるか

計算し、実労働時間の時間にて時給を均し労務単価(所定労働時間)の時給の何倍に

なるか算出したものが労務調整係数となる。 

この例の場合、労務調整係数の計算式は以下となる。 

𝐾 ൌ
𝐴 ൈ 1.0 ൅ 𝐵 ൈ 1.5 ൈ ൅𝐶 ൈ 1.5 ൅ 𝐷 ൈ 1.25

𝐴 ൅ 𝐵 ൅ 𝐶 ൅ 𝐷

𝐾：労務調整係数

また、１時間当りの労務割増の補正済み労務単価を 𝑡 とすると、

１時間間当りの労務単価  𝑟 は 𝑅/8 より

𝑡 ൌ 𝑟 ∙ 𝑘 ൌ
𝑅
8
∙ 𝑘 ൌ

𝑅 ∙ 𝑘
8

・・・・・①

𝑅：労務単価（所定労働時間８時間当りの単価）

𝑟：１時間当りの労務単価

𝑡：１時間当りの労務割増の補正済み労務単価   
𝑘：労務割増（１時間当たりの割増率）

労務割増の補正済み労務単価 𝑇 は、①より

𝑇 ൌ 8 ∙ 𝑡 ൌ 8 ൈ
𝑅 ∙ 𝑘

8
ൌ 𝑅 ∙ 𝑘

𝑇：労務割増の補正済み労務単価（８時間当りの単価）

よって、労務調整係数を使用した単価補正の計算式は以下となる。 

𝑇 ൌ 𝑅 ∙ 𝑘

ൌ 𝑅 ൈ
𝐴 ൅ 1.5𝐵 ൅ 1.5𝐶 ∙ 𝛼 ൅ 1.25𝐷 ∙ 𝛼

𝐴 ൅ 𝐵 ൅ 𝐶 ൅ 𝐷

ൌ 𝑅 ൈ
𝐴 ൅ 1.5𝐵 ൅ 𝛼ሺ1.5𝐶 ൅ 1.25𝐷ሻ

𝐴 ൅ 𝐵 ൅ 𝐶 ൅ 𝐷

ൌ 𝑅 ൈ
𝐴 ൅ 1.5𝐵

𝐴 ൅ 𝐵 ൅ 𝐶 ൅ 𝐷
൅ 𝑅 ∙ 𝛼 ൈ

1.5𝐶 ൅ 1.25𝐷
𝐴 ൅ 𝐵 ൅ 𝐶 ൅ 𝐷

ൌ 𝑅 ൈ
𝐴 ൅ 1.5𝐵

𝐴 ൅ 𝐵 ൅ 𝐶 ൅ 𝐷
൅ 𝑅 ∙ 𝛼 ൈ

1.5𝐶 ൅ 1.25𝐷 ൅ ሺ𝐴 ൅ 1.5𝐵ሻ െ ሺ𝐴 ൅ 1.5𝐵ሻ

𝐴 ൅ 𝐵 ൅ 𝐶 ൅ 𝐷

ൌ 𝑅 ൈ
𝐴 ൅ 1.5𝐵

𝐴 ൅ 𝐵 ൅ 𝐶 ൅ 𝐷
൅ 𝑅 ∙ 𝛼 ൈ ൬

𝐴 ൅ 1.5𝐵 ൅ 1.5𝐶 ൅ 1.25𝐷
𝐴 ൅ 𝐵 ൅ 𝐶 ൅ 𝐷

െ
𝐴 ൅ 1.5𝐵

𝐴 ൅ 𝐵 ൅ 𝐶 ൅ 𝐷
൰

ൌ 𝑅 ൈ
𝐴 ൅ 1.5𝐵

𝐴 ൅ 𝐵 ൅ 𝐶 ൅ 𝐷
൅ 𝑅 ∙ 𝛼 ൈ

𝐴 ൅ 1.5𝐵 ൅ 1.5𝐶 ൅ 1.25𝐷
𝐴 ൅ 𝐵 ൅ 𝐶 ൅ 𝐷

െ 𝑅 ∙ 𝛼 ൈ
𝐴 ൅ 1.5𝐵

𝐴 ൅ 𝐵 ൅ 𝐶 ൅ 𝐷

ൌ 𝑅 ∙ 𝛼 ൈ
𝐴 ൅ 1.5𝐵 ൅ 1.5𝐶 ൅ 1.25𝐷

𝐴 ൅ 𝐵 ൅ 𝐶 ൅ 𝐷
൅ ሺ𝑅 െ 𝑅 ∙ 𝛼ሻ ൈ

𝐴 ൅ 1.5𝐵
𝐴 ൅ 𝐵 ൅ 𝐶 ൅ 𝐷

𝐾 ൌ
𝐴 ൅ 1.5𝐵 ൅ 1.5𝐶 ൅ 1.25𝐷

𝐴 ൅ 𝐵 ൅ 𝐶 ൅ 𝐷
より 
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𝑇 ൌ 𝑅 ∙ 𝛼 ∙ 𝐾 ൅ ሺ𝑅 െ 𝑅 ∙ 𝛼ሻ ൈ
𝐴 ൅ 1.5𝐵

𝐴 ൅ 𝐵 ൅ 𝐶 ൅ 𝐷
 

𝐶 ൅ 𝐷 ൌ ℎ1、𝐵 ൌ ℎ2、𝐴 ൌ 8 െ ℎ2 より 

𝑇 ൌ 𝑅 ∙ 𝛼 ∙ 𝐾 ൅ ሺ𝑅 െ 𝑅 ∙ 𝛼ሻ ൈ
8 െ ℎ2 ൅ 1.5ℎ2

8 െ ℎ2 ൅ ℎ2 ൅ ℎ1
 

ൌ 𝑅 ∙ 𝛼 ∙ 𝐾 ൅ ሺ𝑅 െ 𝑅 ∙ 𝛼ሻ ൈ
8 ൅ 0.5ℎ2

8 ൅ ℎ1
 

ൌ 𝑅 ∙ 𝛼 ∙ 𝐾 ൅ ሺ𝑅 െ 𝑅 ∙ 𝛼ሻ ൈ
ቀ1 ൅ 0.5

8 ℎ2ቁ ൈ 8

8 ൅ ℎ1
 

ൌ 𝑅 ∙ 𝛼 ∙ 𝐾 ൅ ሺ𝑅 െ 𝑅 ∙ 𝛼ሻ ൈ
ሺ1 ൅ 0.0625ℎ2ሻ ൈ 8

8 ൅ ℎ1
 

 

割増対象分          超過勤務時間を加味した割増対象外分 

𝑇：夜間工事による割増後の労務単価（８時間当りの単価） 

𝑅：労務単価（所定労働時間８時間当りの単価） 

𝑘：労務割増（１時間当たりの割増率） 

𝛼：割増対象賃金比（構成比） 

𝐾：労務調整係数 

ℎ1：所定労働時間外の超過時間（時間外） 

ℎ2：所定労働時間内の２０時～６時にかかる時間 

※以降の計算例において、0.5/8 は計算済みの値「0.0625」と示す。 
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単　位 単　　価

00001

人      21,100

名　　　　称 数　　量 金　　額 摘　　要

R0102

         1 21,100

普通作業員

単　位 単　　価

00001

人      22,155

名　　　　称 数　　量 金　　額 摘　　要

R0102

         1 22,155

普通作業員

単　位 単　　価

00001

人      31,650         1 31,650

普通作業員

名　　　　称 数　　量 金　　額 摘　　要

:夜　間 R0102

単　位 単　　価

00001

人      33,232         1 33,232

:夜　間 R0102

普通作業員

名　　　　称 数　　量 金　　額 摘　　要

↓1.05 倍 

↓1.05 倍 

■労務費の補正についての計算例 

 

名称：普通作業員 

単価：21,100 円 

割増対象賃金比：0.880 
 

（１）労務単価補正（昼間） 

他の労務単価補正を行っていない状態から週休２日の補正（週休２日達成率 100％）

をおこなう場合。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

𝑇ᇱ ൌ 𝑅 ∙ 𝑠 ൌ 21,100 円 ൈ 1.05 
ൌ 22,155 円  ※少数点以下切り捨て 

𝑇ᇱ：週休２日の補正済み労務単価（８時間当りの単価） 

𝑅：労務単価（所定労働時間８時間当りの単価） 

s：週休２日の補正係数 

 

（２）労務単価補正（「夜間工事による労務単価の割増」が一括割増の場合） 

一括割増の労務単価補正をおこなっている状態から週休２日の補正（週休２日達成

率 100％）をおこなう場合 

 

 

 

 

𝑇 ൌ 𝑅 ∙ 𝑘 ൌ 21,100 円 ൈ 1.5 
ൌ 31,650 円  ※小数点以下切り捨て 

𝑇：労務割増の補正済み労務単価（８時間当りの単価） 

𝑅：労務単価（所定労働時間８時間当りの単価）         

𝑘：労務割増（１時間当りの割増率）（一括割増率） 
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構成比α 1.0 1.0 単価表 単価表

割増値 1.0 1.5 1.5 1.25

Ａ時間 Ｂ時間 Ｃ時間 Ｄ時間

所定労働
時間(２)

所定労働時間(６)＋休憩(１)
深夜割増

時間外(２)
深夜割増

時間外(２.５)
＋休憩(０.５)

1.25α1.0 1.25α

18 20 22 24 2 4 6 8

1.5 1.5 1.5α

𝑇ᇱ ൌ 𝑅 ∙ 𝑘 ∙ 𝑠 ൌ 21,100 円 ൈ 1.5 ൈ 1.05 

ൌ 33,232 円  ※小数点以下切り捨て 

𝑇ᇱ：週休２日の補正済み労務単価（８時間当りの単価） 

𝑅：労務単価（所定労働時間８時間当りの単価） 

𝑘：労務割増（１時間当りの割増率）（一括割増率） 

𝑠：週休２日の補正係数 

 

（３）労務単価補正（夜間及び時間外） 

労務単価補正をおこなっている状態から週休２日の補正（週休２日達成率 100％）

をおこなう場合。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ℎ1、ℎ2は以下となる。 

ℎ1：4.5ℎ 
ℎ2：6.0ℎ 

また、上の場合の労務調整係数の算出結果は以下となる。 

① 18: 00～20: 00（2ℎ）2 ൈ 1.0 ൌ 2（所定労働時間） 

② 20: 00～03: 00（6ℎ）6 ൈ 1.5 ൌ 9（所定労働時間）（深夜割増し） 

③ 03: 00～05: 00（2ℎ）2 ൈ 1.5 ൌ 3（時間外）（深夜割増し） 

④ 05: 00～08: 00（2.5ℎ）2.5 ൈ 1.25 ൌ 3.125（時間外） 

𝐾 ൌ
𝐴 ൅ 1.5𝐵 ൅ 1.5𝐶 ൅ 1.25𝐷

𝐴 ൅ 𝐵 ൅ 𝐶 ൅ 𝐷
ൌ

①൅②൅③ ൅④

𝐴 ൅ 𝐵 ൅ 𝐶 ൅ 𝐷
 

ൌ
2 ൅ 9 ൅ 3 ൅ 3.125

2 ൅ 6 ൅ 2 ൅ 2.5
ൌ 1.370（労務調整係数） 
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単　位 単　　価

00001

人      27,662

名　　　　称 数　　量 金　　額 摘　　要

:労務割増 1.311 R0102

         1 27,662

普通作業員

単　位 単　　価

00001

人      29,045

名　　　　称 数　　量 金　　額 摘　　要

:労務割増 1.311 R0102

         1 29,045

普通作業員

↓1.05 倍 

 

 

 

 

 

𝑇 ൌ 𝑅 ∙ 𝛼 ∙ 𝐾 ൅
ሺ𝑅 െ 𝑅 ∙ 𝛼ሻ ൈ ሺ1 ൅ 0.0625ℎ2ሻ ൈ 8

8 ൅ ℎ1
 

ൌ 21,100 ൈ 0.880 ൈ 1.370 ൅
ሺ21,100 െ 21,100 ൈ 0.880ሻ ൈ ሺ1 ൅ 0.0625 ൈ 6ሻ ൈ 8

8 ൅ 4.5
 

ൌ 27,666  ※小数点以下切り捨て 

𝑇：夜間工事による割増後の労務単価（８時間当りの単価） 

𝑅：労務単価（所定労働時間８時間当りの単価） 

𝛼：割増対象賃金比（構成比） 

𝐾：労務調整係数 

ℎ1：所定労働時間外の超過時間（時間外） 

ℎ2：所定労働時間内の２０時～６時にかかる時間 

労務割増（１時間当りの割増率）𝑘 は、𝑇 ൌ 𝑅 ∙ 𝑘 より 

𝑘 ൌ
 𝑇 
𝑅

ൌ
27,666
21,100

ൌ 1.311 

𝑘：労務割増（１時間当りの割増率） 

よって、 

𝑇 ൌ 𝑅 ∙ 𝑘 ൌ 21,100 円 ൈ 1.311 
ൌ 27,662 円  ※小数点以下切り捨て 

𝑇：労務割増の補正済み労務単価（８時間当りの単価） 

𝑅：労務単価（所定労働時間８時間当りの単価）         

𝑘：労務割増（１時間当りの割増率） 

 

 

 

 

 

 

 

 

𝑇ᇱ ൌ 𝑅 ∙ 𝑘 ∙ 𝑠 ൌ 21,100 円 ൈ 1.311 ൈ 1.05 

ൌ 29,045 円  ※小数点以下切り捨て 

𝑇ᇱ：週休２日の補正済み後労務単価（８時間当りの単価） 

𝑅：労務単価（所定労働時間８時間当りの単価）         

𝑘：労務割増（１時間当りの割増率） 

𝑠：週休２日の補正係数 
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単　位 単　　価

00001

人      34,577

単価補正：*1.250

名　　　　称 数　　量 金　　額 摘　　要

:労務割増 1.311 R0102

         1 34,577

普通作業員

単　位 単　　価

00001

人      36,306

単価補正：*1.250

名　　　　称 数　　量 金　　額 摘　　要

:労務割増 1.311 R0102

         1 36,306

普通作業員

↓1.05 倍 

（４）労務単価補正（夜間及び時間外の補正済み単価の補正） 

（２）の単価を補正した場合。（例：単価補正：×1.25） 

 

 

 

 

𝑇 ൌ 𝑅 ∙ 𝑘 ൌ 21,100 円 ൈ 1.311 
ൌ 27,662 円  ※小数点以下切り捨て 

𝑇：労務割増の補正済み労務単価（８時間当りの単価） 

𝑅：労務単価（所定労働時間８時間当りの単価）         

𝑘：労務割増（１時間当りの割増率） 

𝑈 ൌ 𝑇 ൈ（単価補正） ൌ 27,662 円 ൈ 1.25 
ൌ 34,577 円  ※小数点以下切り捨て 

𝑈：𝑇の労務単価（８時間当りの単価）に補正した単価 

 

 

 

 

 

 

 

𝑇ᇱ ൌ 𝑅 ∙ 𝑘 ∙ 𝑠 ൌ 21,100 円 ൈ 1.311 ൈ 1.05 

ൌ 29,045 円  ※小数点以下切り捨て 

𝑇ᇱ：週休２日の補正済み労務単価（８時間当りの単価） 

𝑅：労務単価（所定労働時間８時間当りの単価） 

𝑘：労務割増（１時間当りの割増率） 

𝑠：週休２日の補正係数 

𝑈ᇱ ൌ 𝑇ᇱ ൈ（単価補正） ൌ 29,045 円 ൈ 1.25 
ൌ 36,306 円  ※小数点以下切り捨て 

𝑈ᇱ：𝑇ᇱの労務単価（８時間当りの単価）に補正した単価 

※ 摘要欄に「単価補正：*〇.〇〇〇」及び「単価補正：/〇.〇〇〇」の記載がある場合

は、端数処理した補正済み単価に摘要欄の単価補正（小数点以下切り捨て）

の計算をします。 
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単　位 単　　価

00001

日      30,800

名　　　　称 数　　量 金　　額 摘　　要

L001120001

         1 30,800

ﾄﾗｯｸｸﾚ-ﾝ[油圧伸縮ｼﾞﾌﾞ型]

4.9t吊

単　位 単　　価

00001

日      32,032

名　　　　称 数　　量 金　　額 摘　　要

L001120001

         1 32,032

ﾄﾗｯｸｸﾚ-ﾝ[油圧伸縮ｼﾞﾌﾞ型]

4.9t吊

↓1.04 倍 

２．機械賃料 

機械賃料について週休２日の補正係数を乗じた補正済み単価を算出しています。 

機械賃料には「夜間割増」による単価の補正があります。週休２日の補正と「夜間割

増」を同時に適用する場合、補正単価は以下の式により算出しています。 
𝑋 ൌ 𝐿 ∙ 𝑠 

𝑋：週休２日の補正済み機械賃料   𝐿：機械賃料 

𝑠：週休２日の補正係数 

𝑋′ ൌ 𝑋 ൈ（1 ൅夜間割増） 

𝑋′：夜間割増済み単価（週休２日の補正済み機械賃料） 

 

機械賃料に乗じる週休２日の補正係数 

適用積算基準 

 

週休２日達成率 

土木工事標準積算基準書 

下水道用設計標準歩掛表 

水道事業実務必携 

港湾土木請負工事積算基準 

100％(※1) 1.04 －(補正なし) 

75％以上 1.03 －(補正なし) 

50％以上 1.01 －(補正なし) 

※1 適用工種が港湾工事の場合は、「４週８休以上」 

 

■機械賃料の補正についての計算例 

 

名称：トラッククレーン［油圧伸縮ジブ型］ 

規格：4.9t 吊 

単価：30,800 円  ※長期の賃貸に係る割引後の単価 

 

（１）昼間（夜間割増無し） 

夜間割増をおこなっていない状態から週休２日の補正（週休２日達成率 100％）

をおこなう場合。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

𝑋 ൌ 𝐿 ∙ 𝑠 ൌ 30,800 円 ൈ 1.04 
ൌ 32,032 円  ※小数点以下切り捨て 

𝑋：週休２日の補正済み機械賃料   𝐿：機械賃料 

𝑠：週休２日の補正係数 
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単　位 単　　価

00001

日      40,040

単価補正：*1.300

名　　　　称 数　　量 金　　額 摘　　要

L001120001

         1 40,040

ﾄﾗｯｸｸﾚ-ﾝ[油圧伸縮ｼﾞﾌﾞ型]

4.9t吊

単　位 単　　価

00001

日      41,641

単価補正：*1.300

名　　　　称 数　　量 金　　額 摘　　要

L001120001

         1 41,641

ﾄﾗｯｸｸﾚ-ﾝ[油圧伸縮ｼﾞﾌﾞ型]

4.9t吊

↓1.04 倍 

（２）夜間割増有り 

夜間割増をおこなっている状態から週休２日の補正（週休２日達成率 100％）を

おこなう場合。 

 

 

 

 

𝐿′ ൌ 𝐿 ൈ（1 ൅夜間割増） ൌ 30,800 円 ൈ（1 ൅ 0.3） 

ൌ 40,040 円   ※小数点以下切り捨て 

𝐿′：夜間割増済み単価      𝐿：機械賃料 

 

 

 

 

 

 

 

 

𝑋 ൌ 𝐿 ∙ 𝑠 ൌ 30,800 円 ൈ 1.04 

ൌ 32,032 円  ※小数点以下切り捨て 

𝑋：週休２日の補正済み機械賃料   𝐿：機械賃料 

𝑠：週休２日の補正係数 

𝑋′ ൌ 𝑋 ൈ（1 ൅夜間割増） ൌ 32,032 円 ൈ ሺ1 ൅ 0.3ሻ 
ൌ 41,641 円   ※小数点以下切り捨て 

𝑋′：夜間割増済み単価（週休２日の補正後機械賃料） 

※ 摘要欄に「単価補正：*〇.〇〇〇」及び「単価補正：/〇.〇〇〇」の記載がある場合

は、端数処理した補正済み単価に摘要欄の単価補正（小数点以下切り捨て）

の計算をします。 

 

 

３．土木工事標準単価 

土木工事標準単価は、週休２日補正した単価を採用していますが、港湾土木請負工事積

算基準にある土木工事標準単価（構造物とりこわし工）は補正しません。 
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↓週休２日補正済み港湾工事市場単価 

施工歩掛コード：DH117050

名                称 単  位 数    量 単    価 金    額

ｶﾞｽ切断(陸上施工)

手動 2mm以上10mm未満 ｍ 17.1 2,420 41,382

合計

41,382

1 当り 2,420

(Q302001010)

摘　　　要

円／m

単　位 単　　価

00001

m       2,420

【2 mm】,無し,10m未満

[入力条件]･･･標準,陸上,手動,          1 2,420

ｶﾞｽ切断

名　　　　称 数　　量 金　　額 摘　　要

DH117050

単　位 単　　価

00001

m       2,541[入力条件]･･･標準,陸上,手動,          1 2,541

【2 mm】,無し,10m未満

ｶﾞｽ切断

名　　　　称 数　　量 金　　額 摘　　要

DH117050

４．市場単価 

市場単価は補正対象外ですが、港湾工事市場単価については、工種毎に週休２日の補正

係数が設定されており、補正単価は以下の式により算出しています。 

𝑌 ൌ 𝑄௞ ∙ 𝑠 
𝑌：週休２日の補正済み港湾工事市場単価   𝑄௞：港湾工事市場単価 

𝑠：週休２日の補正係数 

𝑌′ ൌ 𝑌 ൈ（施工規模等補正） 

𝑌′：施工規模等補正済み単価（週休２日の補正済み港湾工事市場単価） 

 

■港湾工事市場単価についての計算例 

 

（１）鉄筋加工組立以外の港湾工事市場単価 

 

DH コード：ガス切断（DH117050） 

条件区分：切断時間の指定 標準、施工区分 陸上、切断方法 手動、板厚 2mm、ラ

フテレーンクレーン無し、施工規模 10m 未満 

港湾市場単価補正係数：1.05【現場鋼材溶接・切断工（陸上施工）】 

 

 

 

 

 

 

 

施工規模等補正の補正済みのガス切断 17.1m2 当り単価表 

 

 

 

 

 

 

𝑌′ ൌ 𝑄௞ ൈ（施工規模等補正） ൌ 2,200 円 ൈ 1.1（10m 未満） 

ൌ 2,420 円   ※小数１位切捨て（港湾土木請負工事積算基準） 

𝑌′：施工規模等補正済み単価   𝑄௞：港湾工事市場単価 
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施工歩掛コード：DH117050

名                称 単  位 数    量 単    価 金    額

ｶﾞｽ切断(陸上施工)(４週８休以上)

手動 2mm以上10mm未満 ｍ 17.1 2,541 43,451

合計

43,451

1 当り 2,541

摘　　　要

(Q382001010)

円／m

単　位 単　　価

00001

kg         151

名　　　　称 数　　量 金　　額 摘　　要

DH141120

鉄筋加工組立

[入力条件]･･･SD295A D13,          1 151

陸上施工方式,陸上ｸﾚ-ﾝ,

ﾗﾌﾃﾚ-ﾝｸﾚ-ﾝ,

(油圧伸縮ｼﾞﾌﾞ型)16t吊,40t未満,

ｽﾘｯﾄｹ-ｿﾝ

施工歩掛コード：DH141120

名                称 単  位 数    量 単    価 金    額

鉄筋(異形)

SD295A D13 kg 1,030 73 75,190

鉄筋加工組立(ｹ-ｿﾝ製作)

ｸﾚ-ﾝ抜き kg 1,000 69.3 69,300

ﾗﾌﾃﾚ-ﾝｸﾚ-ﾝ(排出ｶﾞｽ対策型)(油圧伸

縮ｼﾞﾌﾞ型)16t吊 日 0.2 36,800 7,360

合計

151,850

1 当り 151

(Z301010110)

(Q300501010)

摘　　　要

円／kg

(DHT20850)

週休２日の補正済みのガス切断 17.1m2 当り単価表 

 

 

 

 

 

 

 

𝑌′ ൌ 𝑄௞′ ൈ（施工規模等補正） ൌ 2,310 円 ൈ 1.1（10m 未満） 

ൌ 2,541 円   ※小数１位切捨て（港湾土木請負工事積算基準） 

𝑌ᇱ：施工規模等補正済み単価 

𝑄௞′：週休２日補正済み港湾工事市場単価 

 

（２）鉄筋加工組立の港湾工事市場単価 

 

DH コード：鉄筋加工組立（DH141120） 

条件区分：鉄筋 SD295AD13、ケーソン製作方法 陸上施工方式、クレーン機種の

選定 陸上クレーン、陸上クレーンの機種 ラフテレーンクレーン、施工規

模 40t 未満、構造形式 スリットケーソン 

港湾市場単価補正係数：1.05【鉄筋工】 

鉄筋(異形)SD295A D13 単価：73（円/kg） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

週休２日の補正済みの鉄筋組立 1,000kg 当り単価表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

𝑌′ ൌ 𝑄௞ ൈ（施工規模等補正） ൌ 60 円 ൈ 1.1（40t 未満） ൈ 1.05（スリットケーソン） 

ൌ 69.3 円   ※小数３位切捨て（港湾土木請負工事積算基準） 

𝑌′：施工規模等補正済み単価   𝑄௞：港湾工事市場単価 
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施工歩掛コード：DH141120

名                称 単  位 数    量 単    価 金    額

鉄筋(異形)

SD295A D13 kg 1,030 73 75,190

鉄筋加工組立(ｹ-ｿﾝ製作)(４週８休以

上)

ｸﾚ-ﾝ抜き kg 1,000 72.76 72,760

ﾗﾌﾃﾚ-ﾝｸﾚ-ﾝ(排出ｶﾞｽ対策型)(油圧伸

縮ｼﾞﾌﾞ型)16t吊 日 0.2 36,800 7,360

合計

155,310

1 当り 155

(Z301010110)

(Q380501010)

(DHT20850)

摘　　　要

円／kg

単　位 単　　価

00001

kg         155

ｽﾘｯﾄｹ-ｿﾝ

ﾗﾌﾃﾚ-ﾝｸﾚ-ﾝ,

(油圧伸縮ｼﾞﾌﾞ型)16t吊,40t未満,

[入力条件]･･･SD295A D13,          1 155

陸上施工方式,陸上ｸﾚ-ﾝ,

鉄筋加工組立

名　　　　称 数　　量 金　　額 摘　　要

DH141120

↓週休２日補正済み港湾工事市場単価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

週休２日の補正済みの鉄筋組立 1,000kg 当り単価表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

𝑌′ ൌ 𝑄௞′ ൈ（施工規模等補正） ൌ 63 円 ൈ 1.1（40t 未満）ൈ 1.05（スリットケーソン） 

ൌ 72.76 円   ※小数３位切捨て（港湾土木請負工事積算基準） 

𝑌′：施工規模等補正済み単価 

𝑄௞′：週休２日補正済み港湾工事市場単価 
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名称 コード
①

単価
②

夜間割増

夜間の
補正済み単価

(①×②)

土木一般世話役 R0125 25,100 1.50 37,650

ブロック工 R0108 25,100 1.50 37,650

普通作業員 R0102 21,100 1.50 31,650

労
務

小数点以下切捨て

小数点以下切捨て

小数点以下切捨て

単　位 単　　価

00001

m2      11,430

標準以外,【1.3】

名　　　　称 数　　量 金　　額 摘　　要

:夜　間 WB220310

[入力条件]･･･【1 個/m2】,無,無,          1 11,430

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄﾌﾞﾛｯｸ設置(中詰除く)

名称 コード
①

単価
②

夜間割増

夜間の
補正済み単価

(①×②)

賃
料

ﾗﾌﾃﾚ-ﾝｸﾚ-ﾝ[油圧伸縮ｼﾞﾌﾞ型]
25t吊

L001130006 42,000 1.30 54,600
小数点以下切捨て

５．積上げ積算方式で単価が補正される労務費・機械賃料 

積上げ積算方式で単価が補正される労務費・機械賃料について週休２日の補正係数を乗

じた補正済み単価を算出しています。 

労務費・機械賃料には入力条件や構成などにより単価が補正される WB コードがありま

す。週休２日の補正と同時に適用する場合、補正単価は以下の計算例ように算出していま

す。 

 

■週休２日の補正を適用した場合の計算例 

 

（１）機械賃料に補正がある WB コード 

 

WB コード：プレキャストブロック設置（中詰除く）（WB220310） 

条件区分：プレキャストブロック 1 個/m2、アンカー無し、吸出し防止材無し、

ラフテレーンクレーン賃料補正係数 1.3（単価の 30%割増し） 

労務単価：夜間（一括割増率 1.5） 

コンクリートブロック単価：5,000 円 

 

 

 

 

 

 

 

夜間の補正済み単価 

「補正対象」労務及び賃料について、補正済みの単価 
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単　位 単　　価

00001

m2      11,730

標準以外,【1.3】

名　　　　称 数　　量 金　　額 摘　　要

:夜　間 WB220310

[入力条件]･･･【1 個/m2】,無,無,          1 11,730

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄﾌﾞﾛｯｸ設置(中詰除く)

昼夜区分: 夜    間 施工歩掛コード：WB220310 

名                称 単  位 数    量 単    価 金    額

土木一般世話役

人 2.778 37,650 104,591 [1]

ブロック工

人 2.778 37,650 104,591 [1]

普通作業員

人 8.333 31,650 263,739 [1]

ｺﾝｸﾘ-ﾄﾌﾞﾛｯｸ

個 100 5,000 500,000

ﾗﾌﾃﾚ-ﾝｸﾚ-ﾝ[油圧伸縮ｼﾞﾌﾞ型]

25t吊 日 2.778 54,600 151,678 [1]

諸雑費(率+まるめ)

　Σ[1] * 0.0300 式 1 18,401 18,401

合計

1,143,000

1 当り 11,430

(L001130006)

円／m2

(ZS8000004)

(Y000361000)

(R0102)

(R0108)

(R0125)

摘　　　要

名称 コード
①

単価
②

夜間割増

③
週休2日
補正係数

週休2日
補正済み単価
(①×②×③)

土木一般世話役 R0125 25,100 1.50 1.05 39,532

ブロック工 R0108 25,100 1.50 1.05 39,532

普通作業員 R0102 21,100 1.50 1.05 33,232

労
務

小数点以下切捨て

小数点以下切捨て

小数点以下切捨て

夜間の補正済みのプレキャストブロック設置(中詰除く)100m2 当り単価表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

週休２日の補正後単価 

「補正対象」労務及び賃料について、補正済みの単価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↓1.05 倍（労務費）、1.04 倍（機械賃料） 
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単　位 単　　価

00001

m2         349

名　　　　称 数　　量 金　　額 摘　　要

WB431370

[入力条件]･･･片側朝顔,【1 月】          1 349

朝顔(床版補強工用)

施工歩掛コード：WB431370

名                称 単  位 数    量 単    価 金    額

足場材損料

月 0.5 50 25 [1]

橋りょう特殊工

人 0.022 14,750 324 [1]

諸雑費(率+まるめ)

　Σ[1] 式 1 0 0

合計

349

1 当り 349

円／m2

(Z004516002)

(R0122)

(ZS3000004)

摘　　　要

昼夜区分: 夜    間 施工歩掛コード：WB220310 

名                称 単  位 数    量 単    価 金    額

土木一般世話役

人 2.778 39,532 109,819 [1]

ブロック工

人 2.778 39,532 109,819 [1]

普通作業員

人 8.333 33,232 276,922 [1]

ｺﾝｸﾘ-ﾄﾌﾞﾛｯｸ

個 100 5,000 500,000

ﾗﾌﾃﾚ-ﾝｸﾚ-ﾝ[油圧伸縮ｼﾞﾌﾞ型]

25t吊 日 2.778 56,784 157,745 [1]

諸雑費(率+まるめ)

　Σ[1] * 0.0300 式 1 18,695 18,695

合計

1,173,000

1 当り 11,730

(L001130006)

(ZS8000004)

円／m2

(Y000361000)

摘　　　要

(R0125)

(R0108)

(R0102)

名称 コード
①

単価
②

片側設置
片側設置の単価

(①×②)

労
務

橋りょう特殊工 R0122 29,500 0.50 14,750
小数点以下切捨て

週休２日の補正済みのプレキャストブロック設置(中詰除く)100m2 当り単価表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）労務に補正がある WB コード 

 

WB コード：朝顔（床版補強工用）（WB431370） 

条件区分：片側朝顔、朝顔架設供用月数 1 月 

 

 

 

 

 

 

片側設置の場合 

補正済みの単価（両側設置の１／２） 

 

 

 

 

 

 

朝顔（床版補強工用）（片側設置）１m2 当り単価表 
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単　位 単　　価

00001

m2         362

名　　　　称 数　　量 金　　額 摘　　要

WB431370

[入力条件]･･･片側朝顔,【1 月】          1 362

朝顔(床版補強工用)

↓1.05 倍（労務費） 

施工歩掛コード：WB431370

名                称 単  位 数    量 単    価 金    額

足場材損料

月 0.5 50 25 [1]

橋りょう特殊工

人 0.022 15,487 340 [1]

諸雑費(率+まるめ)

　Σ[1] 式 1 0 0

合計

365

1 当り 365

円／m2

摘　　　要

(Z004516002)

(R0122)

(ZS3000004)

 

 

 

 

 

 

 

 

週休２日の補正済み単価 

「補正対象」労務について、補正済みの単価 

 

 

 

 

 

 

週休２日の補正済みの朝顔（床版補強工用）（片側設置）１m2 当り単価表 
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単　位 単　　価

00015

m3      49,170

仮囲い内ｼﾞｪｯﾄﾋ-ﾀ養生,延長無し

0.08t/m3以上0.10t/m3未満,

標準(1.0),有り,有り,

名　　　　称 数　　量 金　　額 摘　　要

CB226350

[入力条件]･･･21-8-25(20)(高炉),          1 49,170

L型擁壁

６．施工パッケージ型積算方式の積算単価 

施工パッケージ積算単価 P’ を算出する際の補正式では、「横浜市の積算年月における単

価」に補正済みの労務費・機械賃料・土木工事標準単価を用いて算出しています。 

【横浜市の積算年月における単価】 

労務費：𝑅1𝑡ᇱ、𝑅2𝑡ᇱ、𝑅3𝑡ᇱ、𝑅4𝑡ᇱ 
機械賃料：𝐾1𝑡ᇱ、𝐾2𝑡ᇱ、𝐾3𝑡ᇱ、𝐾4𝑡ᇱ  ※賃料のみ 

土木工事標準単価：𝑄1𝑡ᇱ  ※土木工事標準単価のみ 

構成比（％）：𝐾𝑟、𝑅𝑟、𝑍𝑟、𝑄𝑟 
 

𝑃′ ൌ 𝑃 ൈ ቊቆ
𝐾1𝑟
100

ൈ
𝐾1𝑡ᇱ

𝐾1𝑡
൅ ････൅ 𝐾3𝑟

100
ൈ
𝐾3𝑡ᇱ

𝐾3𝑡
ቇ ൈ

𝐾𝑟
𝐾1𝑟 ൅ 𝐾2𝑟 ൅ 𝐾3𝑟

 

൅ቆ
𝑅1𝑟
100

ൈ
𝑅1𝑡ᇱ

𝑅1𝑡
൅ ････ ൅ 𝑅4𝑟

100
ൈ
𝑅4𝑡ᇱ

𝑅4𝑡
ቇ ൈ

𝑅𝑟
𝑅1𝑟 ൅ 𝑅2𝑟 ൅ 𝑅3𝑟 ൅ 𝑅4𝑟

 

൅ቆ
𝑍1𝑟
100

ൈ
𝑍1𝑡ᇱ

𝑍1𝑡
൅ ････൅ 𝑍4𝑟

100
ൈ
𝑍4𝑡ᇱ

𝑍4𝑡
ቇ ൈ

𝑍𝑟
𝑍1𝑟 ൅ 𝑍2𝑟 ൅ 𝑍3𝑟 ൅ 𝑍4𝑟

 

൅ቆ
𝑄1𝑟
100

ൈ
𝑄1𝑡ᇱ

𝑄1𝑡
ቇ ൈ

𝑄𝑟
𝑄1𝑟

൅
100 െ 𝐾𝑟 െ 𝑅𝑟 െ 𝑍𝑟 െ 𝑄𝑟

100
ൠ 

 

 

 

𝑃ᇱ：積算単価（横浜、積算年月） 

𝑃：標準単価（東京地区、基準年月） 

 

市場単価を含む施工パッケージについては、市場単価は週休２日の補正対象外であるた

め、𝑄1𝑡ᇱは補正されない。 

 

■週休２日の補正を適用した場合の計算例 

 

（１）昼間（労務の夜間割増無し） 

夜間割増をおこなっていない状態から週休２日の補正（週休２日達成率

100％）をおこなう場合。 

 

施工パッケージ名称：Ｌ型擁壁（CB226350） 

条件区分：18-8-25(高炉)、鉄筋量 0.08t/m3 以上 0.10t/m3 未満 

基礎砕石有り、均しコンクリート有、仮囲いジェットヒータ養生、 

圧送管延長無し 

標準単価：49,468 円 

 

 

 

 

 

 

凡例     ・・・週休２日の補正済みの値 
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規格 コード
構成比
（％）

東京単価
（円）

横浜単価
（円）

補正
対象

2.33 － －

K 1 ｺﾝｸﾘ-ﾄﾎﾟﾝﾌﾟ車[ﾄﾗｯｸ架装･ﾌﾞ-ﾑ式]
圧送能力 90～110m3/h

M000903010 1.28 51,800 51,800

K 2 ｼﾞｪｯﾄﾋ-ﾀ
126MJ(30､100kcal)

L001160000 0.32 747 747 〇

K 3 発動発電機[ﾃﾞｨ-ｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ駆動]
2.7/3kVA

M001510005 0.21 416 416

K 4

41.31 － －

R1 普通作業員 R0102 14.86 20,200 21,100 〇

R2 型わく工 R0133 9.64 25,100 25,600 〇

R3 土木一般世話役 R0125 3.42 24,200 25,100 〇

R4 特殊作業員 R0101 0.93 23,200 24,400 〇

44.27 － －

Z 1 生ｺﾝｸﾘ-ﾄ
18-8-25(高炉)

Z002012001 28.73 13,900 12,700

Z 2 鉄筋ｺﾝｸﾘ-ﾄ用棒鋼
SD345 D16～25

Z001102020 13.49 72,000 74,000

Z 3 灯油
白灯油 業務用

Z006706001 1.47 74 83

Z 4 軽油
1.2号

Z006702002 0.50 110 115

鉄筋工
加工･組立共 一般構造物

Q001001002 12.09 66,500 65,500S

K

Z

R

週休２日の補正前のＬ型擁壁（CB226350）の代表規格・構成比 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 機械単価、労務単価、材料単価、市場単価は仮想の単価とする。 

 

𝑃ᇱ ൌ 49,468 

ൈ ൜൬
1.28
100

ൈ
51,800
51,800

൅
0.32
100

ൈ
747
747

൅
0.21
100

ൈ
416
416

൰ ൈ
2.33

1.28 ൅ 0.32 ൅ 0.21
 

൅൬
14.86
100

ൈ
21,100
20,200

൅
9.64
100

ൈ
25,600
25,100

൅
3.42
100

ൈ
25,100
24,200

൅
0.93
100

ൈ
24,400
23,200

൰

ൈ
41.31

14.86 ൅ 9.64 ൅ 3.42 ൅ 0.93
 

൅൬
28.73
100

ൈ
12,300
13,900

൅
13.49
100

ൈ
74,000
72,000

൅
1.47
100

ൈ
83
74

൅
0.50
100

ൈ
115
110

൰

ൈ
44.27

28.73 ൅ 13.49 ൅ 1.47 ൅ 0.50
 

൅
12.09
100

ൈ
65,500
66,500

൅
100 െ 2.33 െ 41.31 െ 44.27 െ 12.09

100
ൠ 

 

ൌ 49,468 ൈ ሼሺ0.01280 ൅ 0.00320 ൅ 0.00210ሻ ൈ 1.28729 
൅ሺ0.15522 ൅ 0.09832 ൅ 0.03547 ൅ 0.00978ሻ ൈ 1.43189 
൅ሺ0.26250 ൅ 0.13865 ൅ 0.01649 ൅ 0.00523ሻ ൈ 1.00181 
൅0.11908 ൅ 0.00000ሽ 
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単　位 単　　価

00001

m3      50,240[入力条件]･･･21-8-25(20)(高炉),          1  50,240

L型擁壁

名　　　　称 数　　量 金　　額 摘　　要

CB226350

0.08t/m3以上0.10t/m3未満,

標準(1.0),有り,有り,

仮囲い内ｼﾞｪｯﾄﾋ-ﾀ養生,延長無し

規格 コード
①

横浜単価

②
週休2日
補正係数

週休２日の
補正済み単価

(①×②)

K 2 ｼﾞｪｯﾄﾋ-ﾀ
126MJ(30､100kcal)

L001160000 747 1.04 776
小数点以下切捨て

規格 コード
①

横浜単価

②
週休2日
補正係数

週休２日の
補正済み単価

(①×②)

R1 普通作業員 R0102 21,100 1.05 22,155

R2 型わく工 R0133 25,600 1.05 26,880

R3 土木一般世話役 R0125 25,100 1.05 26,355

R4 特殊作業員 R0101 24,400 1.05 25,620
小数点以下切捨て

小数点以下切捨て

小数点以下切捨て

小数点以下切捨て

ൌ 49,468 ൈ ሺ0.01810 ൈ 1.28729 ൅ 0.29879 ൈ 1.43189 ൅ 0.42287 ൈ 1.00181 ൅
0.11908 ൅ 0.00000ሻ 

ൌ 49,170（円/m3）   ※有効数字４桁、５桁目以降切り上げ   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

週休２日の補正済み単価 

「補正対象」賃料及び労務について、補正済みの単価 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↓1.05 倍（労務費）、1.04 倍（機械賃料） 
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規格 コード
構成比
（％）

東京単価
（円）

横浜単価
（円）

補正
対象

2.33 － －

K 1 ｺﾝｸﾘ-ﾄﾎﾟﾝﾌﾟ車[ﾄﾗｯｸ架装･ﾌﾞ-ﾑ式]
圧送能力 90～110m3/h

M000903010 1.28 51,800 51,800

K 2 ｼﾞｪｯﾄﾋ-ﾀ
126MJ(30､100kcal)

L001160000 0.32 747 776 〇

K 3 発動発電機[ﾃﾞｨ-ｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ駆動]
2.7/3kVA

M001510005 0.21 416 416

41.31 － －

R1 普通作業員 R0102 14.86 20,200 22,155 〇

R2 型わく工 R0133 9.64 25,100 26,880 〇

R3 土木一般世話役 R0125 3.42 24,200 26,355 〇

R4 特殊作業員 R0101 0.93 23,200 25,620 〇

44.27 － －

Z 1 生ｺﾝｸﾘ-ﾄ
18-8-25(高炉)

Z002012001 28.73 13,900 12,700

Z 2 鉄筋ｺﾝｸﾘ-ﾄ用棒鋼
SD345 D16～25

Z001102020 13.49 72,000 74,000

Z 3 灯油
白灯油 業務用

Z006706001 1.47 74 83

Z 4 軽油
1.2号

Z006702002 0.50 110 115

鉄筋工
加工･組立共 一般構造物

Q001001002 12.09 66,500 65,500

Z

S

K

R

週休２日の補正済みのＬ型擁壁（CB226350）の代表規格・構成比 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

𝑃ᇱ ൌ 49,468 

ൈ ൜൬
1.28
100

ൈ
51,800
51,800

൅
0.32
100

ൈ
776
747

൅
0.21
100

ൈ
416
416

൰ ൈ
2.33

1.28 ൅ 0.32 ൅ 0.21
 

൅൬
14.86
100

ൈ
22,155
20,200

൅
9.64
100

ൈ
26,880
25,100

൅
3.42
100

ൈ
26,355
24,200

൅
0.93
100

ൈ
25,620
23,200

൰

ൈ
41.31

14.86 ൅ 9.64 ൅ 3.42 ൅ 0.93
 

൅൬
28.73
100

ൈ
12,700
13,900

൅
13.49
100

ൈ
74,000
72,000

൅
1.47
100

ൈ
83
74

൅
0.50
100

ൈ
115
110

൰

ൈ
44.27

28.73 ൅ 13.49 ൅ 1.47 ൅ 0.50
 

൅
12.09
100

ൈ
65,500
66,500

൅
100 െ 2.33 െ 41.31 െ 44.27 െ 12.09

100
ൠ 

 

ൌ 49,468 ൈ ሼሺ0.01280 ൅ 0.00322 ൅ 0.00210ሻ ൈ 1.28729 
൅ሺ0.16298 ൅ 0.10324 ൅ 0.03725 ൅ 0.01027ሻ ൈ 1.43189 
൅ሺ0.26250 ൅ 0.13865 ൅ 0.01649 ൅ 0.00523ሻ ൈ 1.00181 
൅0.11908 ൅ 0.00000ሽ 

 

ൌ 49,468 ൈ ሺ0.01822 ൈ 1.28729 ൅ 0.31374 ൈ 1.43189 ൅ 0.42287 ൈ 1.00181
൅ 0.11908 ൅ 0.00000ሻ 
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単　位 単　　価

00001

t      17,700

【1.3】

[入力条件]･･･ﾄﾗｯｸｸﾚ-ﾝ 油圧伸縮ｼﾞ          1 17,700

桁1次切断･撤去

名　　　　称 数　　量 金　　額 摘　　要

:夜　間 CB224940

ﾌﾞ型 100t吊,無し,標準以外,

 

規格 コード
構成比
（％）

東京単価
（円）

横浜単価
（円）

49.68 － －

K 1 ﾄﾗｯｸｸﾚ-ﾝ[油圧伸縮ｼﾞﾌﾞ型]
100t吊

L001120011 49.68 159,000 159,000

50.32 － －

R1 溶接工 R0113 18.25 29,200 30,600

R2 特殊作業員 R0101 14.48 23,200 24,400

R3 土木一般世話役 R0125 7.56 24,200 25,100

R4 普通作業員 R0102 6.31 20,200 21,100

K

R

ൌ 50,240（円/m3）   ※有効数字４桁、５桁目以降切り上げ         

 

 

 

 

（２）夜間割増有り 

夜間割増をおこなっている状態から週休２日の補正（週休２日達成率 100％）を

おこなう場合。 

 

施工パッケージ名称：桁 1 次切断･撤去（CB224940） 

条件区分：トラッククレーン 油圧伸縮ジブ型 100ｔ吊、相吊クレーン無し、 

トラッククレーン賃料補正係数 1.3（単価の 30%割増し） 

労務単価：夜間（一括割増率 1.5） 

標準単価：12,320 円 

 

 

 

 

 

 

 

夜間補正前の桁 1 次切断･撤去（CB224940）の代表規格・構成比 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ 機械単価、労務単価、材料単価、市場単価は仮想の単価とする。 

 

𝑃ᇱ ൌ 12,320 ൈ ൜൬
49.68
100

ൈ
159,000
159,000

൰ ൈ
49.68
49.68

 

൅൬
18.25
100

ൈ
30,600
29,200

൅
14.48
100

ൈ
24,400
23,200

൅
7.56
100

ൈ
25,100
24,200

൅
06.31
100

ൈ
21,100
20,200

൰

ൈ
50.32

18.25 ൅ 14.48 ൅ 7.56 ൅ 6.31
൅

100 െ 49.68 െ 50.32
100

ൠ 

 

ൌ 12,320 ൈ ሼ0.49680 ൈ 1.00000 

൅ሺ0.19125 ൅ 0.15229 ൅ 0.07841 ൅ 0.06591ሻ ൈ 1.07983 ൅ 0.00000 

凡例     ・・・週休２日の補正済みの値 
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規格 コード
①

横浜単価
②

夜間割増

夜間の
補正済み単価

(①×②)

K 1 ﾄﾗｯｸｸﾚ-ﾝ[油圧伸縮ｼﾞﾌﾞ型]
100t吊

L001120011 159,000 1.30 206,700
小数点以下切捨て

規格 コード
①

横浜単価
②

夜間割増

夜間の
補正済み単価

(①×②)

R1 溶接工 R0113 30,600 1.50 45,900

R2 特殊作業員 R0101 24,400 1.50 36,600

R3 土木一般世話役 R0125 25,100 1.50 37,650

R4 普通作業員 R0102 21,100 1.50 31,650

小数点以下切捨て

小数点以下切捨て

小数点以下切捨て

小数点以下切捨て

規格 コード
構成比
（％）

東京単価
（円）

横浜単価
（円）

補正
対象

49.68 － －

K 1 ﾄﾗｯｸｸﾚ-ﾝ[油圧伸縮ｼﾞﾌﾞ型]
100t吊

L001120011 49.68 159,000 206,700 〇

50.32 － －

R1 溶接工 R0113 18.25 29,200 45,900 〇

R2 特殊作業員 R0101 14.48 23,200 36,600 〇

R3 土木一般世話役 R0125 7.56 24,200 37,650 〇

R4 普通作業員 R0102 6.31 20,200 31,650 〇

K

R

ൌ 12,320 ൈ ሺ0.49680 ൈ 1.00000 ൅ 0.48786 ൈ 1.07983 ൅ 0.00000ሻ 

ൌ 12,620（円/t）  ※有効数字４桁、５桁目以降切り上げ 

 

夜間の補正済み単価 

「補正対象」賃料及び労務について、補正済みの単価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夜間の補正済みの桁 1 次切断･撤去（CB224940）の代表規格・構成比 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

𝑃ᇱ ൌ 12,320 ൈ ൜൬
49.68
100

ൈ
206,700
159,000

൰ ൈ
49.68
49.68

 

൅൬
18.25
100

ൈ
45,900
29,200

൅
14.48
100

ൈ
36,600
23,200

൅
7.56
100

ൈ
37,650
24,200

൅
6.31
100

ൈ
31,650
20,200

൰

ൈ
50.32

18.25 ൅ 14.48 ൅ 7.56 ൅ 6.31
൅

100 െ 49.68 െ 50.32
100

ൠ 

 

ൌ 12,320 ൈ ሼ0.64584 ൈ 1.00000 

൅ሺ0.28688 ൅ 0.22843 ൅ 0.11762 ൅ 0.09887ሻ ൈ 1.07983 ൅ 0.00000 
ൌ 12,320 ൈ ሺ0.64584 ൈ 1.00000 ൅ 0.73180 ൈ 1.07983 ൅ 0.00000ሻ 

ൌ 17,700（円/t）  ※有効数字４桁、５桁目以降切り上げ 
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単　位 単　　価

00001

t      18,500

【1.3】

ﾌﾞ型 100t吊,無し,標準以外,

名　　　　称 数　　量 金　　額 摘　　要

:夜　間 CB224940

[入力条件]･･･ﾄﾗｯｸｸﾚ-ﾝ 油圧伸縮ｼﾞ          1 18,500

桁1次切断･撤去

規格 コード
①

横浜単価

②
夜間
割増

③
週休2日
補正係数

週休２日
(夜間割増)

補正済み単価
(①×②×③)

R1 溶接工 R0113 30,600 1.50 1.05 48,195

R2 特殊作業員 R0101 24,400 1.50 1.05 38,430

R3 土木一般世話役 R0125 25,100 1.50 1.05 39,532

R4 普通作業員 R0102 21,100 1.50 1.05 33,232

小数点以下切捨て

小数点以下切捨て

小数点以下切捨て

小数点以下切捨て

規格 コード
構成比
（％）

東京単価
（円）

横浜単価
（円）

補正
対象

49.68 － －

K 1 ﾄﾗｯｸｸﾚ-ﾝ[油圧伸縮ｼﾞﾌﾞ型]
100t吊

L001120011 49.68 159,000 214,968 〇

50.32 － －

R1 溶接工 R0113 18.25 29,200 48,195 〇

R2 特殊作業員 R0101 14.48 23,200 38,430 〇

R3 土木一般世話役 R0125 7.56 24,200 39,532 〇

R4 普通作業員 R0102 6.31 20,200 33,232 〇

K

R

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

週休２日の補正済み単価 

「補正対象」賃料及び労務について、補正済みの単価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

週休２日の補正後の桁 1 次切断･撤去（CB224940）の代表規格・構成比 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↓1.05 倍（労務費）、1.04 倍（機械賃料） 
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𝑃ᇱ ൌ 12,320 ൈ ൜൬
49.68
100

ൈ
214,968
159,000

൰ ൈ
49.68
49.68

 

൅൬
18.25
100

ൈ
48,195
29,200

൅
14.48
100

ൈ
38,430
23,200

൅
7.56
100

ൈ
39,532
24,200

൅
06.31
100

ൈ
33,232
20,200

൰

ൈ
50.32

18.25 ൅ 14.48 ൅ 7.56 ൅ 6.31
൅

100 െ 49.68 െ 50.32
100

ൠ 

 

ൌ 12,320 ൈ ሼ0.67167 ൈ 1.00000 

൅ሺ0.30122 ൅ 0.23986 ൅ 0.12350 ൅ 0.10381ሻ ൈ 1.07983 ൅ 0.00000 
ൌ 12,320 ൈ ሺ0.67167 ൈ 1.00000 ൅ 0.76839 ൈ 1.07983 ൅ 0.00000ሻ 

ൌ 18,500（円/t）  ※有効数字４桁、５桁目以降切り上げ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

凡例     ・・・週休２日の補正済みの値 
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７．間接工事費における週休２日の補正の計算 

週休２日を実施する工事において、間接工事費（共通仮設費率及び現場管理費率）に対

して補正を行っています。 

 

（１）共通仮設費率 

共通仮設費率に乗じる週休２日の補正係数 

適用工種 

 

週休２日達成率 

右記以外(※2) 港湾工事 

100％(※1) 1.04 －(補正なし) 

75％以上 1.03 －(補正なし) 

50％以上 1.01 －(補正なし) 

※1 適用工種が港湾工事の場合は、「４週８休以上」 

※2 適用工種：河川工事、河川・道路構造物工事、海岸工事、道路改良工事、鋼橋架設工事、ＰＣ橋工

事、橋梁保全工事、舗装工事、共同溝等工事(1)、共同溝等工事(2)、トンネル工事、砂

防・地すべり等工事、道路維持工事、河川維持工事、下水道工事(1)、下水道工事(2)、下

水道工事(3)、公園工事、コンクリートダム工事、フィルダム工事、電線共同溝工事、情報

ボックス工事、鋼橋製作工、開削工事及び小口径推進工事、シールド工事及び推進工事、

構造物工事(浄水場等) 

 

補正時の共通仮設費率計算式 

① 共通仮設費率（補正前） 

現行積算基準に基づいて共通仮設費対象額によって算出された率 

𝐾𝑟 ൌ 𝐴 ∙ 𝑃௕（小数点第３位四捨五入２位止め） 

𝐾𝑟：共通仮設費率（％）（補正前） 

𝑃：共通仮設費対象額   𝐴，𝑏：工種毎に決まる係数 

 
② 共通仮設費率（施工地域及び加算率の補正後） 

𝐾𝑟′ ൌ 𝐾𝑟 ∙ 𝑆𝑟 ൅ 𝑥（小数点第３位四捨五入２位止め） 

𝐾𝑟ᇱ：共通仮設費率（施工地域補正後）（％） 

𝐾𝑟：共通仮設費率（補正前）（％） 

𝑆𝑟：施工地域補正係数 

𝑥：加算率補正（％）（補正を行わない場合は、𝑥 ൌ 0.00%） 

 

③ 共通仮設費率（週休２日の補正後） 

𝐾𝑟′′ ൌ 𝐾𝑟′ ∙ 𝑇𝑟（小数点第３位四捨五入２位止め） 

𝐾𝑟′′：共通仮設費率（週休２日の補正後）（％） 
𝐾𝑟′：共通仮設費率（週休２日の補正前）（％） 

𝑇𝑟：週休２日の補正係数（補正を行わない場合は、𝑇𝑟 ൌ 1.0） 
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（２）現場管理費 

現場管理費率に乗じる週休２日の補正係数 

適用工種 

 

週休２日達成率 

右記以外(※2) 港湾工事 

100％(※1) 1.05 －(補正なし) 

75％以上 1.04 －(補正なし) 

50％以上 1.02 －(補正なし) 

※1 適用工種が港湾工事の場合は、「４週８休以上」 

※2 適用工種：河川工事、河川・道路構造物工事、海岸工事、道路改良工事、鋼橋架設工事、ＰＣ橋工

事、橋梁保全工事、舗装工事、共同溝等工事(1)、共同溝等工事(2)、トンネル工事、砂

防・地すべり等工事、道路維持工事、河川維持工事、下水道工事(1)、下水道工事(2)、下

水道工事(3)、公園工事、コンクリートダム工事、フィルダム工事、電線共同溝工事、情報

ボックス工事、鋼橋製作工、開削工事及び小口径推進工事、シールド工事及び推進工事、

構造物工事(浄水場等) 

 

補正時の現場管理費率計算式 

① 現場管理費率（補正前） 

現行積算基準に基づいて現場管理費対象額によって算出された率 

𝐽𝑜 ൌ 𝐴 ∙ 𝑁𝑝௕（小数点第３位四捨五入２位止め） 

𝐽𝑜：現場管理費率（％）（補正前） 

𝑁𝑝：現場管理費対象額   𝐴，𝑏：工種毎に決まる係数 

 

② 現場管理費率（施工地域及び加算率の補正後） 

𝐽𝑜′ ൌ 𝐽𝑜 ∙ 𝑆𝑟 ൅ 𝑦（小数点第３位四捨五入２位止め） 

𝐽𝑜′：現場管理費率（施工地域補正後）（％） 

𝐽𝑜：現場管理費率（補正前）（％） 

𝑆𝑟：施工地域補正係数 

𝑦：加算率補正（％）（補正を行わない場合は、𝑦 ൌ 0.00%） 

 

③ 現場管理費率（週休２日の補正後） 

𝐽𝑜′′ ൌ 𝐽𝑜′ ∙ 𝑇𝑟（小数点第３位四捨五入２位止め） 

𝐽𝑜′′：共通仮設費率（週休２日の補正後）（％） 
𝐽𝑜′：共通仮設費率（補正前）（％） 

𝑇𝑟：週休２日の補正係数（補正を行わない場合は、𝑇𝑟 ൌ 1.0） 
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８．随意契約方式における週休２日の調整 

（１）共通仮設費率（施工地域補正係数が適用している場合の一般式） 

現工事と当該追加工事で工種が異なる場合は現工事と追加工事の共通仮設費対象額

の合計額に対するその主たる工種の共通仮設費率を適用しています。 
𝐴 ≦ ሺ𝐷 ൈ 𝜀1ሻ െ 𝐵 ൈ 𝜀2 

𝐴：当該追加工事の共通仮設費 

𝐵：現工事の対象額 

𝐶：当該追加工事の対象額 

𝐷：合算工事の対象額 

𝜀1 ൌ 𝛽1 ∙ 𝑇𝑟①：𝐷に相当する週休２日の補正後の共通仮設費率（％） 

（小数点以下第３位を四捨五入して２位止め） 

𝛽1 ൌ 𝛽① ∙ 𝑆𝑟①：𝐷に相当する施工地域補正後の共通仮設費率（％） 

（小数点以下第３位を四捨五入して２位止め） 

𝛽①：𝐷に相当する施工地域補正前の共通仮設費率 

𝑆𝑟①：𝐷に相当する施工地域補正係数 

ただし、現工事と追加工事の補正係数が異なる場合は𝐵と𝐶の加重平均に

よる補正係数とする。 

𝑆𝑟① ൌ
𝐵 ൈ 𝑆𝑟②൅ 𝐶 ൈ 𝑆𝑟③

𝐵 ൅ 𝐶
 

𝑆𝑟①：（𝐵 ൅ 𝐶）に相当する施工地域補正係数 

𝑆𝑟②：𝐵に相当する現工事の施工地域補正係数 

𝑆𝑟③：𝐶に相当する当該追加工事の施工地域補正係数 

なお、加重平均した補正係数値は小数点以下第３位を四捨五入して２位止

めとする。 

𝑇𝑟① ൌ
𝐵 ൈ 𝑇𝑟② ൅ 𝐶 ൈ 𝑇𝑟③

𝐵 ൅ 𝐶
 

𝑇𝑟①：（𝐵 ൅ 𝐶）に相当する週休２日の補正係数 

𝑇𝑟②：𝐵に相当する現工事の週休２日の補正係数 

（補正を行わない場合は、𝑇𝑟② ൌ 1.0） 

𝑇𝑟③：𝐶に相当する当該追加工事の週休２日の補正係数 

（補正を行わない場合は、𝑇𝑟③ ൌ 1.0） 

なお、加重平均した補正係数値は小数点以下第４位を四捨五入して３位止

めとする。 

𝜀2 ൌ 𝛽2 ∙ 𝑇𝑟②：𝐵に相当する現工事の週休２日の補正後の共通仮設費率（％） 

（小数点以下第３位を四捨五入して２位止め） 

𝛽2 ൌ 𝛽② ∙ 𝑆𝑟②：𝐵に相当する現工事の施工地域補正後の共通仮設費率（％） 

（小数点以下第３位を四捨五入して２位止め） 

𝛽②：𝐵に相当する現工事の施工地域補正前の共通仮設費率 

ただし、前記計算の場合にあって𝐴が負数になる場合は零額とみなし、追加工事に

関する共通仮設費は計上しない。 

また、𝐴が当該追加工事単独で積算された所要額よりも大きい場合は当該所要額と

する。 
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（２）現場管理費（施工地域補正係数が適用している場合の一般式） 

現工事と当該追加工事で工種が異なる場合は、現工事と当該追加工事の純工事費の

合計額に対するその主たる工種（それぞれ純工事費の大きい方の工種）の現場管理費

率を適用しています。 
𝐴 ≦ ሺ𝐷 ൈ 𝜀1 ൅ 𝐶 ൈ 𝛿1ሻ െ 𝐵 ൈ 𝜀2 

𝐴：当該追加工事の現場管理費 

𝐵：現工事の対象額（純工事費） 

𝐶：当該追加工事の調整後の対象額（純工事費） 

𝐷：合算工事の対象額 

𝜀1 ൌ 𝛽1 ∙ 𝑇𝑟①：𝐷に相当する週休２日の補正後の現場管理費率（％） 

（小数点以下第３位を四捨五入して２位止め） 

𝛽1 ൌ 𝛽① ∙ 𝑆𝑟①：𝐷に相当する施工地域補正後の現場管理費率（％） 

（小数点以下第３位を四捨五入して２位止め） 

𝛽①：𝐷に相当する施工地域補正前の現場管理費率 

𝑆𝑟①：𝐷に相当する施工地域補正係数 

ただし、現工事と追加工事の補正係数が異なる場合は𝐵と𝐶の加重平均に

よる補正係数とする。 

𝑆𝑟① ൌ
𝐵 ൈ 𝑆𝑟②൅ 𝐶 ൈ 𝑆𝑟③

𝐵 ൅ 𝐶
 

𝑆𝑟①：（𝐵 ൅ 𝐶）に相当する施工地域補正係数 

𝑆𝑟②：𝐵に相当する現工事の施工地域補正係数 

𝑆𝑟③：𝐶に相当する当該追加工事の施工地域補正係数 

なお、加重平均した補正係数値は小数点以下第３位を四捨五入して２位止

めとする。 

𝑇𝑟① ൌ
𝐵 ൈ 𝑇𝑟② ൅ 𝐶 ൈ 𝑇𝑟③

𝐵 ൅ 𝐶
 

𝑇𝑟①：（𝐵 ൅ 𝐶）に相当する週休２日の補正係数 

𝑇𝑟②：𝐵に相当する現工事の週休２日の補正係数 

（補正を行わない場合は、𝑇𝑟② ൌ 1.0） 

𝑇𝑟③：𝐶に相当する当該追加工事の週休２日の補正係数 

（補正を行わない場合は、𝑇𝑟③ ൌ 1.0） 

なお、加重平均した補正係数値は小数点以下第４位を四捨五入して３位止

めとする。 

 

𝜀2 ൌ 𝛽2 ∙ 𝑇𝑟②：𝐵に相当する現工事の週休２日の補正後の現場管理費率（％） 

（小数点以下第３位を四捨五入して２位止め） 

𝛽2 ൌ 𝛽② ∙ 𝑆𝑟②：𝐵に相当する現工事の施工地域補正後の現場管理費率（％） 

（小数点以下第３位を四捨五入して２位止め） 

𝛽②：𝐵に相当する現工事の施工地域補正前の現場管理費率 

𝛿1：当該追加工事の現場管理費補正率（補正率が無い場合は０％とする。） 

ただし、前記計算の場合にあって𝐴が負数になる場合は零額とみなし、追加工事に

関する現場管理費は計上しない。 

また、𝐴が当該追加工事単独で積算された所要額よりも大きい場合は当該所要額と

する。 
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